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令和３年度決算を
　　チェックしよう！

令和４年第４回定例会の予定･････裏表紙

鉾田市マスコットキャラクター

鉾田市議会　中継 検　索
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どう使われたの？ 私たち の税金
市民の皆さんが、鉾田市に納めている市税（市民税・固定資
産税・軽自動車税・たばこ税・入湯税）、国や県からの交付
金や補助金などがどのように使われたのかお知らせします。

一般会計　歳出一般会計　歳出

注）四捨五入により記載しているため、合計が一致しない場合があります

民生費民生費
86億6,515万円86億6,515万円

衛生費衛生費
27億9,712万円27億9,712万円

土木費土木費
26億7,254万円26億7,254万円

消防費消防費
13億1,638万円13億1,638万円

教育費教育費
40億7,313万円40億7,313万円

公債費公債費
22億2,110万円22億2,110万円

歳出総額歳出総額
253億9,547万円253億9,547万円

総務費 16億3,110万円
庁舎や財産の維持管理、税
金の徴収、戸籍、選挙など
の経費

高齢者や障害者の
福祉サービス、子
育て支援、生活保
護などの経費

防災活動や消防活
動、消防車両整備
などの経費

学校教育、生涯学習
の充実、文化・スポー
ツの振興などの経費

道路や公園整備・維
持管理のための経費

市の借入金（市債）を
返済するための経費

商工費 3億6,900万円商工費 3億6,900万円
商工業育成や観光振興な
どの経費

健康診査や予防接
種、ゴミやし尿処
理などの経費農林水産業費 7億3,471万円

農林水産業の振興を図るための支
援や生産基盤整備などの経費

その他
災害復旧費　  　575万円
諸支出金　7億1,903万円
計　　　　7億2,478万円

議会費 1億9,046万円
議会の運営のための経費

会計
区分

一 般 会 計 特 別 会 計
国民健康保険 後 期 高 齢 者

医 療 介 護 保 険 農 業 集 落
排 水 事 業

歳入 268億5,214万円 129億6,953万円 70億2,764万円 6億886万円 50億8,919万円 2億4,385万円

歳出 253億9,547万円 126億1,795万円 67億8,775万円 6億845万円 49億9,127万円 2億3,049万円

企　業　会　計
水道事業 下水道事業

収益的収支
収 入 15億2,054万円 12億2,783万円 2億9,271万円

支 出 13億9,834万円 11億1,837万円 2億7,997万円

資本的収支
収 入 7億2,628万円 4億4,866万円 2億7,763万円

支 出 13億   563万円 9億2,887万円 3億7,677万円
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次ページから
令和3年度に行わ
れた主な事業を

紹介するよ。

特 集 どう使われたの？ 私たち の税金
令和３年度 歳入歳出決算を集中審議

一般会計　歳入一般会計　歳入

歳入総額歳入総額
268億5,214万円268億5,214万円

市税市税
51億7,616万円51億7,616万円

自主財源自主財源
29.6％29.6％

依存財源依存財源
70.4％70.4％

市債市債
29億4,760万円29億4,760万円

地方交付税地方交付税
69億4,563万円69億4,563万円

国庫支出金国庫支出金
58億1,537万円58億1,537万円

県支出金県支出金
16億1,677万円16億1,677万円

繰入金 6億1,766万円繰入金 6億1,766万円
基金などから一般会計へ入
れるお金

繰越金 13億95万円繰越金 13億95万円
翌年度の財源として繰り出
すお金

地方消費税交付金
   10億3,074万円
国や県が徴収した消
費税の一部が市に配
分されるお金

その他　
寄附金（ふるさと鉾田応援寄附金など）                 
　　　　　　　 1億8,641万円1億8,641万円
使用料及び手数料　1億4,837万円1億4,837万円
など　　　　  計8億5,164万円計8億5,164万円

その他
ゴルフ場利用税交付金　2,592万円ゴルフ場利用税交付金　2,592万円
地方特例交付金　　　　8,573万円地方特例交付金　　　　8,573万円
など　　　　　　 計5億4,963万円など　　　　　　 計5億4,963万円

市民税、固定資産
税、軽自動車税、
市たばこ税など

国税（所得税・法人税・酒税・消費税・地
方法人税）の一定割合を財源として、
一定水準の行政サービスを受けられ
るよう国から交付されるお金

特定の事務事業
に対して、国や県
から市に交付さ
れるお金

市が大きな事業を行うにあ
たり必要な財源を国・銀行
などから調達する借入金

会計
区分

一 般 会 計 特 別 会 計
国民健康保険 後 期 高 齢 者

医 療 介 護 保 険 農 業 集 落
排 水 事 業

歳入 268億5,214万円 129億6,953万円 70億2,764万円 6億886万円 50億8,919万円 2億4,385万円

歳出 253億9,547万円 126億1,795万円 67億8,775万円 6億845万円 49億9,127万円 2億3,049万円

※「自主財源」とは、地方公共団体が
自主的に収入できる財源

※「依存財源」とは、国や県により定
められた額が交付される財源
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・結婚支援団体等加入時助成金・結婚支援団体等加入時助成金
助成金額：入会登録料全額助成金額：入会登録料全額

・結婚新生活支援事業補助金・結婚新生活支援事業補助金
　補助金額：限度額30万円　補助金額：限度額30万円
・移住定住促進助成金・移住定住促進助成金
　助成金額：限度額５０万円　　助成金額：限度額５０万円　
　　　　　　市外転入世帯２０万円　　　　　　市外転入世帯２０万円
　　　　　　市内定住世帯１０万円　　　　　　市内定住世帯１０万円
　加算：子育て助成金１人につき５万円　加算：子育て助成金１人につき５万円
　　　　三世代同居等助成金１０万円　　　　　　　三世代同居等助成金１０万円　　　
　　　　鉾田市空家バンク登録物件助成金１０万円　　　　鉾田市空家バンク登録物件助成金１０万円
さらに···さらに···
鉾田市では素敵な出会いのお手伝いも行っております！鉾田市では素敵な出会いのお手伝いも行っております！
・鉾田市出会いコーディネートセンター・鉾田市出会いコーディネートセンター

婚活マナー講習やお付き合いから結婚に関する婚活マナー講習やお付き合いから結婚に関する
様々な相談、登録制によるお相手の紹介等を行っ様々な相談、登録制によるお相手の紹介等を行っ
ています。ています。

■■入会要件入会要件
結婚を希望する鉾田市在住、在勤の方。結婚を希望する鉾田市在住、在勤の方。
または将来鉾田市に住みたい方または将来鉾田市に住みたい方

■■入会料金入会料金　無料　無料
■■利用方法利用方法　入会事前申込が必要です入会事前申込が必要です
■■開 所 日開 所 日

第１·第３水曜日　午後４時～午後７時第１·第３水曜日　午後４時～午後７時
※水曜祝日の場合、翌木曜日※水曜祝日の場合、翌木曜日
第２·第４日曜日　午前９時～１２時第２·第４日曜日　午前９時～１２時

令
和
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算
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業
ピ
ッ
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ッ
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特 集
令和３年度歳入歳出決算
主な事業をピックアップ
私たちの税金がどのような事業に
使われたのかチェックしてみましょう！

人口減少対策事業人口減少対策事業

公共交通対策事業公共交通対策事業

シティプロモーション動画作成、交流 · 移住サシティプロモーション動画作成、交流 · 移住サ
ポートサイトの作成や補助金等で若者の結婚支ポートサイトの作成や補助金等で若者の結婚支
援、「鉾田市出会いコーディネートセンター」を援、「鉾田市出会いコーディネートセンター」を
開設し、独身男女の出会いの支援等を行った。開設し、独身男女の出会いの支援等を行った。

鉾田市地域公共交通会議が運営主体となりデマ鉾田市地域公共交通会議が運営主体となりデマ
ンド型乗合タクシーの市内全域運行を開始した。ンド型乗合タクシーの市内全域運行を開始した。

知っていますか？知っていますか？
鉾田市は若者の出会いと暮らしを鉾田市は若者の出会いと暮らしを
　　　　　  全力で応援しています！　　　　　  全力で応援しています！
～令和４年度もあります！～令和４年度もあります！
　　　　　　助成金・補助金・支援金～　　　　　　助成金・補助金・支援金～

申請条件等申請条件等
詳細はこちら詳細はこちら

詳細はこちら詳細はこちら

4,117万円

3,515万円

主な事業

主な事業

Q 年齢制限はあるの？
　A ないです。
　　 ただし、未就学児は保護者同乗が必須です。
Q 運行時間は？
　A 月曜から金曜の８時から16時まで。
　　１日６便運行しています。
Q 運賃は？
　A １回（片道）500円。
　　 ただし、割引制度があります。
Q 乗車券はあるの？
　A ないです。 降車時に現金で支払いください。
Q 利用前にやることはあるの？
　A 事前に利用登録が必要です。 また予約が必要です。

ここが気になる『ほこまる号』! 利用する場合には、利用予定日の５営業日
前から30分前までに予約を！
※８時の便は前営業日までに予約
予約センターに電話をし、以下の
内容を伝えましょう！
　·名前
　·電話番号　
　·利用日と時間
　·乗降場所（どこから）
　·降車場所（どこまで）
　·シルバーカー利用の有無

※イラストはイメージです

  ほこまる号予約センター
  ☎ 0291-36 - 6777
　受付：平日午前８時～午後４時３０分

利用登録等詳細
はこちら
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飯名地区市有地利活用事業飯名地区市有地利活用事業
　　　　　　　　　　　　　　　（繰越分）　（繰越分）

安塚地区公園整備事業安塚地区公園整備事業
　　　　　　　　  （繰越含む）　　　　　　　　  （繰越含む）

鉾田 · 大洗広域事務組合鉾田 · 大洗広域事務組合
　　　　　負担金事業　　　　　負担金事業

不妊不育治療費助成事業不妊不育治療費助成事業

大洋中学校区統合小学校整備事業大洋中学校区統合小学校整備事業（総事業費約２８億円）（総事業費約２８億円）
　　　　　　　　　　　　　　（繰越含む）　　　　　　　　　　　　　　（繰越含む）

検討委員会や市民ワークショップ、パブリック検討委員会や市民ワークショップ、パブリック
コメントを行い、飯名地区市有地利活用基本計コメントを行い、飯名地区市有地利活用基本計
画の策定を行った。画の策定を行った。

公共下水道の処理場建設に伴い、地域の生活公共下水道の処理場建設に伴い、地域の生活
環境改善を図るため公園を整備し、令和４年４環境改善を図るため公園を整備し、令和４年４
月に供用を開始した。月に供用を開始した。

令和３年４月に設立した鉾田 ·大洗広域事務組令和３年４月に設立した鉾田 ·大洗広域事務組
合の施設整備費等を負担し、新ごみ処理施設合の施設整備費等を負担し、新ごみ処理施設
の建設の推進を行った。の建設の推進を行った。

不妊治療、不育症治療の助成を行った。なお不妊治療、不育症治療の助成を行った。なお
条件緩和により、不妊治療の助成申請及び成条件緩和により、不妊治療の助成申請及び成
功件数増加となった。功件数増加となった。

統合が円滑に進むよう大洋中学校区小学校統合推進委員会及び専門部会を開催し協議を行い、統合が円滑に進むよう大洋中学校区小学校統合推進委員会及び専門部会を開催し協議を行い、
令和４年４月に鉾田市立大洋小学校を開校した。令和４年４月に鉾田市立大洋小学校を開校した。

決算書は決算書は
こちらこちら

決算に関する決算に関する
説明書はこちら説明書はこちら

641万円

567万円

15億２,552万円

5,688万円

主な事業

主な事業 主な事業

主な事業

主な事業

1億1,296万円

市 HP で令和３年度決算書及び決算に市 HP で令和３年度決算書及び決算に
関する説明書が公開されています。関する説明書が公開されています。
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委
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討
論

主
な
討
論

議
案
第
１
号

令
和
３
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
「
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の
充

実
、
雇
用
の
場
の
創
出
、
住
宅
支
援
、
生
活
環
境
の
整
備
」

ま
で
、
横
断
的
に
切
れ
目
な
く
政
策
展
開
し
、『
好
循
環
を
支

え
る
ま
ち
づ
く
り
』を
着
実
に
進
め
ら
れ
た
と
評
価
す
る
。

　
昨
年
度
は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
市
内
全
域

運
行
開
始
、
長
年
懸
案
と
な
っ
て
い
た
ご
み
処
理
施
設
問

題
で
は
大
洗
町
と
の
広
域
事
務
組
合
が
設
立
に
至
っ
た
。

ま
た
、
大
洋
小
学
校
校
舎
等
新
築
工
事
等
が
完
了
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
は
、
市
内
商
工
業
者

等
へ
の
各
種
支
援
事
業
、
学
生
へ
の
支
援
事
業
な
ど
30
を

超
え
る
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
や
ひ
と
り
親
家
庭
、
子
育
て
世
帯
へ
特
別
給
付
金
の
支

給
な
ど
の
対
応
を
図
っ
て
お
り
、評
価
で
き
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

　
一
方
で
、
多
く
の
事
業
に
着
手
し
つ
つ
も
、
令
和
3
年

度
の
財
政
健
全
化
指
標
は
適
正
な
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、

妥
当
な
行
財
政
運
営
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
た
め
賛
成
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
で
附
帯
決
議
を
行
っ

た
公
立
認
定
子
ど
も
園
建
設
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

中
、
契
約
議
案
が
３
度
に
わ
た
り
議
会
の
承
認
を
得
ら
れ

ず
否
決
と
な
っ
た
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
で
取
り
組
ん
で
い
た
大
洋
小
学
校
の
通
学
路
整
備
は

繰
越
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
協
議
の
遅
れ
に
よ
り

小
学
校
開
校
に
は
人
道
橋
が
完
成
せ
ず
、
計
画
の
変
更
に

よ
り
予
算
も
１
・５
倍
に
増
額
と
な
る
な
ど
執
行
部
内
の

事
業
立
案
、
企
画
進
捗
管
理
の
甘
さ
に
よ
り
白
紙
化
と

な
っ
た
た
め
反
対
。

反　対 賛　成

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
常
任
委
員
会
ご
と
に
分
科
会

を
設
置
し
、
集
中
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

○
分
科
会
と
は

　

委
員
会
の
審
査
又
は
調
査
を
効
率
的
に
行
う
た
め

に
設
け
る
も
の
。
予
算
・
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、

審
査
の
能
率
向
上
を
図
り
、
詳
細
な
検
討
を
行
う
た

め
に
置
く
も
の
。

○
流
れ

本
会
議　

決
算
特
別
委
員
会
へ
議
案
を
付
託

決
算
特
別
委
員
会

　

分
科
会
設
置

総
務
企
画
分
科
会

経
済
建
設
分
科
会　

所
管
事
項
の
審
査

厚
生
文
教
分
科
会

決
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
）

　

分
科
会
長
か
ら
の
報
告
、
質
疑
、

　

議
員
間
討
議
、
討
論
、
採
決

本
会
議　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

　

９
月
26
日
に
行
わ
れ
た
決
算
特
別
委

員
会
で
は
、
各
分
科
会
で
審
査
さ
れ
た

議
案
の
審
査
経
過
が
報
告
さ
れ
、
そ
の

報
告
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
く
議
員
間
討
議
で
は
、
道
路
側
溝

の
掃
除
や
市
道
に
伸
び
る
枝
や
雑
草
の

処
理
の
仕
方
に
関
し
、
市
民
か
ら
ど
の

よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
と
の
声
を
聞
く
こ
と
か
ら
、
市
で
責

任
を
も
っ
て
処
理
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
で
は
職
員
や
業
者

委
託
で
適
切
に
対
処
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
の
意
見
や
、
地
区
の
生
活
道

路
は
区
長
を
中
心
に
地
域
住
民
が
管
理

す
る
と
い
う
共
助
の
精
神
で
成
り
立
っ

て
い
る
経
緯
が
あ
り
、
今
後
も
地
区
の

共
助
の
精
神
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
肝

要
だ
が
、
地
区
の
活
動
に
参
加
し
な
い

住
民
も
増
え
て
い
る
状
況
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
道
路
管
理
や
ご
み
処
理
に
関
す

る
行
政
と
市
民
が
果
た
す
べ
き
役
割
を

明
確
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
作
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
議
案
第

１
号
、
第
３
号
及
び
第
４
号
は
賛
成
多

数
に
よ
り
認
定
、
議
案
第
２
号
及
び
第

５
号
か
ら
第
７
号
に
つ
い
て
は
全
会
一

致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

全
　
　
体
　
　
会

【9
月
26
日
】
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主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

鉾
田
市
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
始
ま
り
ま
し
た

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
。
ま
た
周

知
方
法
は
。

１
事
業
者
か
ら
寄
附
が
あ
っ
た
。
Ｈ
Ｐ
だ
け

で
は
な
く
ま
ち·

ひ
と·

し
ご
と
創
生
有
識
者
会

議
の
際
や
事
業
所
を
訪
問
す
る
な
ど
周
知
を

し
て
い
く
。

市
内
で
活
躍
す
る
方
々
の
声
を
発
信

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
取
り
組
み

内
容
は
。

40
本
の
動
画
の
制
作
、
市
内
で
活
躍
す
る
方
々

30
名
へ
の
在
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

市
内
で
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

空
き
家
対
策
強
化
に
向
け
て

空
き
家
の
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

本
市
は
県
内
で
２
番
目
に
空
き
家
が
多
い
。

中
で
も
大
洋
地
区
の
８
割
が
別
荘
で
あ
り
、

う
ち
９
割
が
県
外
地
権
者
。

令
和
４
年
度
か
ら
の
事
態
調
査
を
も
と
に
管

理
シ
ス
テ
ム
等
の
構
築
を
行
う
。

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
の
改
善
を

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
日
を
増
や
す

こ
と
は
可
能
か
。

令
和
３
年
度
は
回
収
回
数
を
35
回
に
増
や
し

て
い
る
。
今
後
、
品
目
ご
と
の
回
数
や
日
程

調
整
等
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
対
策·

支
援
を

保
険
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
「
元
気

高
齢
者
」
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
績
は
。

モ
デ
ル
地
区
を
４
地
区
設
定
し
健
康
教
室
を

実
施
し
た
。
ま
た
、
健
康
状
態
不
明
者
１
５
２

名
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
11
名
の

方
へ
保
健
指
導
を
行
っ
た
。
今
後
は
モ
デ
ル

地
区
を
９
地
区
ま
で
増
や
し
事
業
を
行
う
。

避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳
の
整
備
を

要
支
援
者
台
帳
対
象
者
及
び
件
数
は
。

65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、 

高
齢
者
の
み
の
世

帯
、 

障
害
者
世
帯
等
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る

方
を
対
象
者
と
し
て
９
，１
２
４
件
に
対
し
登

録
票
を
郵
送
。 

４
，１
１
２
件
を
回
収
し
、 

う

ち
支
援
が
必
要
と
い
う
方
は
２
，１
１
６
件
。

令
和
３
年
度
決
算
特
集
　
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
　
主
な
質
疑

　

９
月
26
日
に
行
わ
れ
た
決
算
特
別
委

員
会
で
は
、
各
分
科
会
で
審
査
さ
れ
た

議
案
の
審
査
経
過
が
報
告
さ
れ
、
そ
の

報
告
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
く
議
員
間
討
議
で
は
、
道
路
側
溝

の
掃
除
や
市
道
に
伸
び
る
枝
や
雑
草
の

処
理
の
仕
方
に
関
し
、
市
民
か
ら
ど
の

よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
と
の
声
を
聞
く
こ
と
か
ら
、
市
で
責

任
を
も
っ
て
処
理
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
で
は
職
員
や
業
者

委
託
で
適
切
に
対
処
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
の
意
見
や
、
地
区
の
生
活
道

路
は
区
長
を
中
心
に
地
域
住
民
が
管
理

す
る
と
い
う
共
助
の
精
神
で
成
り
立
っ

て
い
る
経
緯
が
あ
り
、
今
後
も
地
区
の

共
助
の
精
神
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
肝

要
だ
が
、
地
区
の
活
動
に
参
加
し
な
い

住
民
も
増
え
て
い
る
状
況
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
道
路
管
理
や
ご
み
処
理
に
関
す

る
行
政
と
市
民
が
果
た
す
べ
き
役
割
を

明
確
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
作
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
議
案
第

１
号
、
第
３
号
及
び
第
４
号
は
賛
成
多

数
に
よ
り
認
定
、
議
案
第
２
号
及
び
第

５
号
か
ら
第
７
号
に
つ
い
て
は
全
会
一

致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
企
画
分
科
会

経
済
建
設
分
科
会

厚
生
文
教
分
科
会

【9
月
16
日
】

【9
月
20
日
】

【9
月
21
日
】

答

答

答答

答

答 問

問

問問

問

問

鉾田市交流 · 移住サポー
トサイト「Come on！ほこ
た」先輩移住者の声より

動画やインタビュー
はこちら
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令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
　
主
な
日
程
　
／
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

会　

議　

名

議員名

議案等

土

子

勝

也

羽

成

洋

一

鬼

澤

治

男

髙

埜

栄

治

井

川

倫

士

亀

山
　

彰

二
重
作 

茂
兵
衛

小

沼
　

勝

根

嵜
　

眞

水
上 

美
智
子

入

江
　

晃

岩

間

勝

栄

井

川

茂

樹

米

川

宗

司

山

口
　

德

田

口

清

一

堀

田

正

衛

高

野
　

衛

討 論

採
決
結
果

※ 議 案 等
　 について

賛 成 反 対

第
　
３
　
回
　
定
　
例
　
会

第1号
令和３年度鉾田市
一般会計歳入歳出
決算認定について

● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

議

長

は

採

決

に

加

わ

り

ま

せ

ん

○ ○ ○ ● ● ○ 高野 堀田 認定

第３号

令和３年度鉾田市
後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決
算認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 鬼澤 高野 認定

第４号
令和３年度介護保険
特別会計歳入歳出
決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 羽成 高野 認定

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　退：退席　　欠：欠席　　除：除斥

９
月
１
日
〔木
〕	

本
会
議

	

・
開
会

	

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

	

・
会
期
の
決
定

	

・
諸
般
の
報
告

	
・
行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案
説
明

	
  (

議
案
第
１
号
か
ら
第
26
号
及
び
監
査
報
告
）

９
月
6
日
〔火
〕	

本
会
議

	
·

一
般
質
問

９
月
７
日
〔水
〕	

本
会
議

	
·

一
般
質
問

９
月
13
日
〔火
〕	

本
会
議

	

・
議
案
第
８
号
か
ら
第
26
号
質
疑·

討
論·

採
決

９
月
14
日
〔水
〕	

本
会
議

	

・
決
算
及
び
財
団
報
告
に
関
す
る
質
疑　

	

・
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

９
月
16
日
〔金
〕	

総
務
企
画
分
科
会

９
月
20
日
〔火
〕	

経
済
建
設
分
科
会

	

経
済
建
設
常
任
委
員
会

９
月
21
日
〔水
〕	

厚
生
文
教
分
科
会

	

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

９
月
26
日
〔月
〕	

決
算
特
別
委
員
会
（全
体
会
）

９
月
28
日
〔水
）	

総
務
企
画
常
任
委
員
会

	

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

9
月
30
日
〔金
〕	

本
会
議

	

・
議
案
第
１
号
か
ら
第
７
号
委
員
長
報
告·

	
  

質
疑·

討
論·

採
決

	

・
請
願
第
04
‐
４
号
及
び
嘆
願
書
委
員
長
報

	
  

告·

質
疑·

討
論·

採
決

	

・
議
議
案
第
５
号
及
び
第
６
号
提
案
説
明·

	
  

質
疑·

討
論·

採
決

	

・
議
員
辞
職
の
件

	

・
鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙

	

・
閉
会

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会

主 な 日 程

会議名 議　　　案　　　等

第
　
３
　
回
　
定
　
例
　
会

第2号 令和３年度鉾田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

第5号 令和３年度鉾田市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

第6号 令和３年度鉾田市水道事業会計収入支出決算認定について

第7号 令和３年度鉾田市下水道事業会計収入支出決算認定について

第8号 鉾田市公園条例の制定について

第9号 鉾田市学校施設整備基金条例の制定について

第10号 鉾田市財産の交換， 譲与， 無償貸付等に関する条例の一部改正について

第11号 鉾田市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

市長提出議案

概要はこちら
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令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
　
概
要
　
／
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

会議名 議　　　案　　　等

第
　
３
　
回
　
定
　
例
　
会

第12号
鉾田市議会議員及び鉾田市長の選挙における選挙運動用自動車の使用及び選挙運動用ポス
ターの作成の公費負担に関する条例の一部改正について

第13号 鉾田市消防団員の定員， 任免， 給与， 服務等に関する条例の一部改正について

第14号 令和４年度鉾田市一般会計補正予算 （第５号）

第15号 令和４年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算 （第１号）

第16号 令和４年度鉾田市後期高齢者医療特別会計補正予算 （第１号）

第17号 令和４年度鉾田市介護保険特別会計補正予算 （第１号）

第18号 令和４年度鉾田市農業集落排水事業特別会計補正予算 （第１号）

第19号 令和４年度鉾田市水道事業会計補正予算 （第２号）

第20号 令和４年度鉾田市下水道事業会計補正予算 （第１号）

第21号 調停について

第22号 人権擁護委員の推薦について （入江　洋一氏）

第23号 人権擁護委員の推薦について （石﨑　さつ江氏）

第24号 人権擁護委員の推薦について （塙　京子氏）

第25号 人権擁護委員の推薦について （白井　律子氏）

第26号 人権擁護委員の推薦について （山口　俊夫氏）

請願
第04-4号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求め
る請願

嘆願書 管工事 · 土木工事 · 建築工事の発注方法の振り分けについての嘆願書

議議案
第５号

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書の提出について

議議案
第６号

市の業務発注に係る地元事業者の参画に関する要望書の提出について

報告
第６号

専決処分事項の報告について
　損害賠償の額の決定及び和解について

報告
第７号

専決処分事項の報告について
　損害賠償の額の決定及び和解について

　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

議
案
は
、
市
長
か
ら
令
和
３
年
度
各
会
計
決
算

な
ど
26
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か

ら
は
２
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
は
、
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
所
管
す
る
分
科
会
ご
と

で
集
中
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

（☞
 

Ｐ
６
、７
）

　

一
般
質
問
で
は
、
９
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ

り
、
新
ご
み
処
理
施
設
、
熱
中
症
対
策
な
ど
に
つ

い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。　
　
　

（☞

 

Ｐ
10
～
Ｐ
15
）

　

常
任
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
所

管
事
務
調
査
は
行
わ
ず
、
付
託
案
件
の
み
審
査
を

行
う
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
務
企
画
常
任

委
員
会
で
は
嘆
願
書
審
査
を
厚
生
文
教
常
任
委
員

会
と
連
合
で
審
査
し
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で

は
請
願
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可

決
と
な
り
、
請
願
第
04
‐
４
号
及
び
嘆
願
書
は
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
議
員
提
出
さ
れ
た
議
議
案
第
５
号

「
教
職

員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅

持
に
係
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
及
び
議
議

案
第
6
号

「
市
の
業
務
発
注
に
係
る
地
元
事
業
者

の
参
画
に
関
す
る
要
望
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
は

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
（☞

 

Ｐ
16
、
17
）

概 　 　 要

 

選　
挙　
　
　

（
当
選
人
）
鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　

 

山
口　
德
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議 員 名 質　問　事　項

亀山　　彰

1
新ごみ焼却施設建設と既存し

尿処理施設について

2
人口減少問題に対応するため

の移住、 定住対策について

3 鉾田市の犬猫保護について

井川　倫士

1

科学的根拠に基づく鉾田市独

自の子育て ・ 教育環境整備に

ついて

2

行政課題の解決に向けた建設

的な教育委員会定例会等の会

議運営改善について

3

充実した事業実施及び職員能

力向上のための要綱制定の在

り方について

入江　　晃
1 肥料価格高騰対策について

2 認定こども園について

水上　美智子

1
コロナ禍における自宅療養者

への対応について

2 熱中症の対策について

3 リトルベビーハンドブックについて

4 荒廃農地の現状について

議 員 名 質　問　事　項

鬼澤　治男

1 鹿島灘海浜公園の開発について

2
大竹海水浴場の現状と海浜公

園との相乗性について

小沼　　勝

1
認定こども園及び人道橋建設

の白紙について

2
旭中学校区統合小学校通学路

整備事業計画について

3 飯名地区市有地利活用について

土子　勝也

1 農地の賃借について

2 避難所 ・ 避難場所について

3
体育施設遊具の利用状況につ

いて

4 ＴＸの延伸について

髙埜　栄治

1

総合計画その他基本計画等に

基づく事業推進、 あるいは新

規課題への各部の取り組みの

方向性について

2
地域要望の取り扱いの改善に

ついて

高野　　衛

1

日本原子力研究開発機構大洗

研究所 「常陽」 の再稼働につ

いて

2
上山、 鉾田工業団地へ進出する

産廃関連企業の問題について

3 平和行政の推進について

4
生活困窮者へのエアコン購入

補助について

検　索鉾田市議会　会議録

鉾田市議会ホームページで

一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス

   「http://www.city.hokota.lg.jp」

②市ガイド内の 「鉾田市議会」 クリック

③会議録をクリック

※今定例会の会議録は12月上旬公開予定です。

また、 各議員の2次元コードを読み込むことで、
一般質問の録画放送を再生できます。

ここが聞きたい!! 一般質問ここが聞きたい!! 一般質問

¦¦お
知らせお知らせ ¦¦

P13

P14

P14

P15

P13

P11

P11

P12

P12

議員が市政全般の現状や方針などを問う
ものです。 ここでは、 一般質問を要約して
掲載します !!

？？？ 一般質問とは？一般質問とは？

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
　
こ
こ
が
聞
き
た
い
!!
　
一
般
質
問



亀山　彰井川　倫士
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︻
市
長
︼
子
育
て
応
援

宣
言
や
︵
仮
称
︶
夢

と
希
望
を
持
ち
、
未
来
を
拓

く
心
豊
か
な
人
づ
く
り
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
宣
言
や
条

例
等
の
整
備
が
な
く
て
も
、
子

育
て
支
援
及
び
教
育
環
境
の

充
実
に
つ
い
て
は
、
既
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
宣
言
や
条

子
育
て
宣
言
や
条

例
が
あ
れ
ば
、
本

例
が
あ
れ
ば
、
本

市
が
ど
れ
だ
け
子
育
て
教
育

市
が
ど
れ
だ
け
子
育
て
教
育

環
境
整
備
を
頑
張
っ
て
い
る
の

環
境
整
備
を
頑
張
っ
て
い
る
の

か
を
見
え
る
化
で
き
る
。
ぜ
ひ

か
を
見
え
る
化
で
き
る
。
ぜ
ひ

検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

長
の
考
え
を
伺
う
。

長
の
考
え
を
伺
う
。

︻
教
育
部
長
︼
健
や

か
な
成
長
を
阻
害
し

か
ね
な
い
上
履
き
の
廃
止
と

い
う
話
に
つ
い
て
、
バ
レ
ー

シ
ュ
ー
ズ
型
の
上
履
き
を
指

定
せ
ず
、
自
由
化
を
図
る
と

い
う
こ
と
と
理
解
し
た
。
現

在
、
小
学
生
な
ど
が
利
用
し

て
い
る
上
履
き
に
つ
い
て
は
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
性
に
乏
し
く
、

か
か
と
の
保
持
や
つ
ま
先
を

保
護
す
る
力
に
欠
け
る
と
い

う
問
題
点
や
、
ま
た
、
子
ど

も
の
成
長
を
鑑
み
、
サ
イ
ズ

の
大
き
い
も
の
を
買
う
こ
と

新
ご
み
焼
却
施
設
建
設

新
ご
み
焼
却
施
設
建
設

事
業
の
事
業
規
模
、
処
理

事
業
の
事
業
規
模
、
処
理

方
法
、
事
業
コ
ス
ト
、
整
備
ス
ケ

方
法
、
事
業
コ
ス
ト
、
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

【【
生
活
環
境
課
長
︼
新
ご

み
処
理
施
設
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
は
、
可
燃
施
設
と
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
分
け
、
可

燃
施
設
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
型
廃

棄
物
処
理
施
設
と
し
て
い
る
。
処

理
能
力
は
、
現
在
の
ご
み
排
出
量

を
基
に
可
燃
ご
み
、
可
燃
性
粗
大

ご
み
、
し
尿
処
理
施
設
で
発
生
し

た
脱
水
汚
泥
等
、
ま
た
農
作
物
残

渣
や
有
事
の
際
の
災
害
廃
棄
物
処

理
量
を
考
慮
し
、
24
時
間
運
転
の

35
ト
ン
炉
を
２
基
整
備
し
、
合
計

で
日
70
ト
ン
を
処
理
能
力
と
し
て
い

時
代
の
変
化
や
根
拠

時
代
の
変
化
や
根
拠

が
明
確
に
な
る
中
で

が
明
確
に
な
る
中
で

も
、
行
政
の
子
育
て
教
育
環

も
、
行
政
の
子
育
て
教
育
環

境
整
備
に
は
あ
ま
り
生
か
さ

境
整
備
に
は
あ
ま
り
生
か
さ

れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
と

れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
と

多
く
の
保
護
者
が
感
じ
て
い

多
く
の
保
護
者
が
感
じ
て
い

る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
学

る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
学

校
現
場
等
に
お
け
る
体
育
授

校
現
場
等
に
お
け
る
体
育
授

業
で
の
上
履
き
着
用
の
弊
害

業
で
の
上
履
き
着
用
の
弊
害

を
指
摘
す
る
。

を
指
摘
す
る
。

　

な
お
、
今
後
の
子
育
て
施

　

な
お
、
今
後
の
子
育
て
施

策
の
充
実
の
た
め
に
、
子
育

策
の
充
実
の
た
め
に
、
子
育

て
応
援
宣
言
及
び
（
仮
称
）
夢

て
応
援
宣
言
及
び
（
仮
称
）
夢

と
希
望
を
持
ち
、
未
来
を
拓

と
希
望
を
持
ち
、
未
来
を
拓

く
心
豊
か
な
人
づ
く
り
条
例

く
心
豊
か
な
人
づ
く
り
条
例

を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。
市

を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。
市

新ごみ処理施設の
事業計画は

科学的根拠に基づく
鉾田市独自の子育て
教育環境整備を

る
。処
理
方
式
に
つ
い
て
は
、ス
ト
ー

カ
炉
方
式
を
採
用
し
進
め
て
い
る
。

　

次
に
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
に
つ
い
て
は
、
不
燃
ご
み
、

不
燃
性
粗
大
ご
み
、缶
、び
ん
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
破
砕
、
選
別
、
圧
縮

梱
包
等
を
行
う
施
設
と
し
、
処
理

能
力
を
１
日
当
た
り
８
ト
ン
と
し

て
い
る
。

　

事
業
費
は
鉾
田
・
大
洗
地
域
循

環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
の

中
で
約
１
７
４
億
円
と
見
込
ん
で

い
る
。

　

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
、
生
活
環
境
影
響
調

査
や
整
備
基
本
計
画
、
地
質
調
査

や
測
量
業
務
な
ど
の
委
託
業
務
を

進
め
る
。
工
事
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
か
ら
５
年
度
に
か
け
造
成

工
事
や
進
入
路
整
備
工
事
を
行
う
。

施
設
建
設
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
度
か
ら
設
計
、
工
事
を
行
い
、

令
和
９
年
４
月
の
稼
働
に
向
け
進

め
て
い
る
。

当
初
１
０
０
億
円
程

当
初
１
０
０
億
円
程

度
の
事
業
費
だ
と
聞

度
の
事
業
費
だ
と
聞

い
て
い
た
が
、
非
常
に
高
く
な
っ
て

い
て
い
た
が
、
非
常
に
高
く
な
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。
現
在
、
ウ
ク

い
る
と
感
じ
て
い
る
。
現
在
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
題
、
円
安
、
コ
ロ
ナ
禍

ラ
イ
ナ
問
題
、
円
安
、
コ
ロ
ナ
禍

が
重
な
り
物
価
高
騰
が
深
刻
化
し

が
重
な
り
物
価
高
騰
が
深
刻
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
事
業
費

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
事
業
費

の
拡
大
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
う
。

の
拡
大
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
う
。

現
段
階
で
ど
の
ぐ
ら
い
事
業
費
が

現
段
階
で
ど
の
ぐ
ら
い
事
業
費
が

拡
大
す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

拡
大
す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
本
市
の
実
質
負
担
額
に

　

ま
た
、
本
市
の
実
質
負
担
額
に

つ
い
て
も
併
せ
て
伺
う
。

つ
い
て
も
併
せ
て
伺
う
。

が
多
い
た
め
、
足
に
フ
ィ
ッ

ト
し
て
い
な
い
と
い
う
よ
う

な
状
況
も
散
見
さ
れ
て
い
る

と
理
解
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
機
能
性
に

優
れ
た
靴
を
選
び
、
子
ど
も
の

成
長
に
応
じ
て
足
に
フ
ィ
ッ
ト

し
た
サ
イ
ズ
に
買
い
替
え
る
こ

と
で
、
保
護
者
の
費
用
負
担

が
増
大
す
る
と
い
っ
た
問
題
も

あ
る
か
と
思
う
。

　

今
後
、
小
中
学
校
に
お
け

る
上
履
き
の
変
更
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
を
伺

い
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
と

考
え
る
。

︻
生
活
環
境
課
長
︼
現
時

点
で
は
事
業
費
が
ど
の
程

度
に
な
る
か
は
想
定
で
き
な
い
。

　

負
担
額
に
つ
い
て
は
、
均
等
割

30
％
、
人
口
割
40
％
、
搬
入
割

30
％
で
計
算
さ
れ
る
。
仮
に
平
成

31
年
度
頃
の
人
口
及
び
搬
入
量
の

数
字
で
総
事
業
費
１
７
４
億
円
に

国
か
ら
の
交
付
金
及
び
交
付
税
措

置
を
加
味
し
て
計
算
す
る
と
、
本

市
が
約
46
億
円
程
度
、
大
洗
町
が

約
28
億
円
程
度
の
実
質
負
担
額
の

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
基
金
を
取
り

本
市
の
基
金
を
取
り

崩
し
な
が
ら
行
っ
て

崩
し
な
が
ら
行
っ
て

い
く
事
業
に
な
る
と
思
う
の
で
、

い
く
事
業
に
な
る
と
思
う
の
で
、

し
っ
か
り
情
報
を
公
開
し
な
が
ら

し
っ
か
り
情
報
を
公
開
し
な
が
ら

進
め
て
も
ら
い
た
い
。

進
め
て
も
ら
い
た
い
。

答

答

答 答

問問

再
質
問

一
般
質
問
　
亀
山 

彰 

議
員
　
／
　
井
川 

倫
士 

議
員

提
言

提
言



入江　晃水上　美智子
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一
般
質
問
　
入
江 

晃 

議
員
　
／
　
水
上 

美
智
子 

議
員

肥料価格高騰
対策は

新型コロナ感染に
おける自宅療養者
への対応は

国
は
肥
料
価
格
の
高

国
は
肥
料
価
格
の
高

騰
に
よ
る
農
業
経
営

騰
に
よ
る
農
業
経
営

の
負
担
緩
和
の
た
め
、
化
学

の
負
担
緩
和
の
た
め
、
化
学

肥
料
の
低
減
に
向
け
て
取
り

肥
料
の
低
減
に
向
け
て
取
り

組
む
農
業
者
へ
の
肥
料
費
用

組
む
農
業
者
へ
の
肥
料
費
用

を
支
援
す
る
決
定
を
し
た
。

を
支
援
す
る
決
定
を
し
た
。

そ
の
内
容
と
市
の
対
応
に
つ

そ
の
内
容
と
市
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

い
て
伺
う
。

︻
農
業
振
興
課
長
︼
本

事
業
は
、
化
学
肥
料
原

料
の
国
際
価
格
が
大
幅
に
上
昇

し
、
肥
料
価
格
が
急
騰
し
て
い

る
こ
と
か
ら
農
業
経
営
へ
の
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
創
設
さ
れ

た
。
令
和
４
年
６
月
か
ら
令
和

５
年
５
月
ま
で
に
購
入
し
た
肥

茨

城
県
で
は
、
新

型

茨

城
県
で
は
、
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
自
宅
療
養
者
に
配
食
の

染
し
た
自
宅
療
養
者
に
配
食
の

サ
ー
ビ
ス
や
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

サ
ー
ビ
ス
や
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
た
が

タ
ー
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
た
が

終
了
し
た
よ
う
だ
。
本
市
の
今

終
了
し
た
よ
う
だ
。
本
市
の
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
昨
年

　

ま
た
昨
年
1212
月
に
、

月
に
、
2323
の
市
の
市

町
村
と
保
健
所
の
把
握
し
た
個

町
村
と
保
健
所
の
把
握
し
た
個

人
情
報
の
提
供
の
た
め
に
県
と

人
情
報
の
提
供
の
た
め
に
県
と

情
報
を
共
有
す
る
覚
書
を
締
結

情
報
を
共
有
す
る
覚
書
を
締
結

し
、
自
宅
療
養
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

し
、
自
宅
療
養
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
体
制
の
強
化
を
行
っ
た
。

ア
ッ
プ
体
制
の
強
化
を
行
っ
た
。

　

県
と
覚
書
を
交
わ
さ
な
か
っ

　

県
と
覚
書
を
交
わ
さ
な
か
っ

た
鉾
田
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対

た
鉾
田
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
た
の
か
伺
う
。

応
を
し
た
の
か
伺
う
。

料
が
対
象
で
、
化
学
肥
料
低
減

の
取
り
組
み
を
行
っ
た
上
で
、

前
年
度
か
ら
増
加
し
た
肥
料
費

の
７
割
を
支
援
す
る
も
の
。
農

業
者
か
ら
の
申
請
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ａ
や
肥
料
販
売
店
な
ど
が
取

り
ま
と
め
茨
城
県
協
議
会
へ
申

請
を
行
う
。
市
と
し
て
は
事
業

の
問
合
せ
等
へ
の
対
応
を
行
う
。

茨
城
県
協
議
会
か
ら
の
情
報
が

入
り
次
第
周
知
に
努
め
た
い
。

国
の
方
針
で
は

国
の
方
針
で
は
1010

月
か
ら
申
請
を
受

月
か
ら
申
請
を
受

付
し
、

付
し
、
1212
月
に
交
付
を
考
え

月
に
交
付
を
考
え

て
い
る
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら

て
い
る
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら

早
急
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

早
急
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

︻
福
祉
保
健
部
長
︼
市
で

は
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
の
問

合
せ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
県
の

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
よ
う
保
健

所
等
の
連
絡
先
を
案
内
し
て
い
た
。

　

県
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
終
了
に

伴
い
、
日
頃
か
ら
の
備
え
を
お
願

い
す
る
周
知
を
徹
底
し
、
や
む
を

得
な
い
場
合
に
は
今
後
も
社
会

福
祉
協
議
会
の
緊
急
食
材
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
食
材
を

届
け
る
対
応
を
し
て
い
く
。ま
た
、

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
は
県
が

不
足
の
際
は
独
自
で
備
え
付
け

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
予
算
の
許

す
範
囲
で
整
備
し
て
緊
急
時
に

い
。
県
の
方
か
ら
情
報
が
な

い
。
県
の
方
か
ら
情
報
が
な

い
限
り
進
め
な
い
と
い
う
こ

い
限
り
進
め
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

と
な
の
か
。

︻
農
業
振
興
課
長
︼
茨

城
県
協
議
会
と
協
議

し
て
対
応
し
て
い
く
。
農
業
者

や
肥
料
販
売
店
を
含
め
、
同
じ

認
識
が
持
て
る
よ
う
に
早
急
に

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

国
の
支
援
金
に
対

国
の
支
援
金
に
対

し
、
市
で
の
補
填

し
、
市
で
の
補
填

は
可
能
な
の
か
。

は
可
能
な
の
か
。

︻
農
業
振
興
課
長
︼
国

の
肥
料
価
格
高
騰
対

策
事
業
に
係
る
残
り
３
割
の
追

加
支
援
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

は
備
え
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

県
と
の
覚
書
は
市
町
村
が
配

食
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
う
場
合
は

情
報
を
提
供
す
る
と
し
た
内
容
で

あ
っ
た
。

　

本
市
で
は
学
校
や
高
齢
者
施

設
等
か
ら
直
接
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
体
制
が
あ
っ
た
た
め
、

最
低
限
の
必
要
な
情
報
は
入
手
で

き
る
と
い
う
判
断
と
、
県
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
自
宅
療
養
者

の
需
要
を
賄
え
る
と
考
え
、
そ
の

時
点
で
は
協
定
を
結
ば
な
い
判
断

を
し
た
。

県
と
協
定
を
結
ぶ

県
と
協
定
を
結
ぶ

こ
と
で
先
手
先
手
を

こ
と
で
先
手
先
手
を

と
こ
ろ
検
討
は
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
原
油
価
格
の
高
騰
、

生
産
資
材
の
価
格
上
昇
は
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
国

の
臨
時
交
付
金
な
ど
の
財
政
措

置
が
前
提
と
な
る
が
、
資
材
高

騰
対
策
な
ど
の
支
援
を
農
業
者

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。農

業
が
基
幹
産
業

農
業
が
基
幹
産
業

の
本
市
に
と
っ
て
は

の
本
市
に
と
っ
て
は

農
業
経
営
に
つ
い
て
し
っ
か
り

農
業
経
営
に
つ
い
て
し
っ
か
り

守
る
と
い
う
意
味
で
、
で
き
る

守
る
と
い
う
意
味
で
、
で
き
る

限
り
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

限
り
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

︻
市
長
︼
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

も
っ
て
コ
ロ
ナ
対
応
を
し
て
欲
し

も
っ
て
コ
ロ
ナ
対
応
を
し
て
欲
し

い
。
今
回
は
県
と
覚
書
を
取
り

い
。
今
回
は
県
と
覚
書
を
取
り

交
わ
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。

交
わ
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。

︻
福
祉
保
健
部
長
︼今
後
、

こ
の
個
人
情
報
に
関
す

る
協
定
は
、
全
数
把
握
が
な
く
な

り
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
自
宅
療
養
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
は
覚
書
を
締
結
し
な
く

て
も
で
き
て
い
た
と
思
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
で
本
当
に

コ
ロ
ナ
感
染
で
本
当
に

困
っ
て
い
る
人
の
立
場

困
っ
て
い
る
人
の
立
場

に
立
っ
て
、
市
で
行
う
事
業
を
分

に
立
っ
て
、
市
で
行
う
事
業
を
分

か
り
や
す
く
、
Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙
な

か
り
や
す
く
、
Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙
な

ど
で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

ど
で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

要
望

答

答

答

答 答

答

問問

再
質
問

再
質
問

意
見

要
望
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【
市
長
】
そ
う
い
う
こ
と

は
思
っ
て
い
な
い
。

事
業
計
画
の
立
案
・

事
業
計
画
の
立
案
・

企
画
に
問
題
が
あ
る

企
画
に
問
題
が
あ
る

の
で
、
今
後
は
問
題
点
解
決
の
た

の
で
、
今
後
は
問
題
点
解
決
の
た

め
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た

め
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
市
民
に
分
か
り
や
す

だ
き
た
い
。
市
民
に
分
か
り
や
す

く
理
解
さ
れ
る
行
政
運
営
に
努
め

く
理
解
さ
れ
る
行
政
運
営
に
努
め

る
こ
と
を
望
む
が
如
何
か
。

る
こ
と
を
望
む
が
如
何
か
。

︻
市
長
︼
市
長
と
し
て
、

ま
た
職
員
も
、
市
民
の

幸
せ
を
願
い
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
議
会
の
同
意
等
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
な
ど
真
摯
に
受
け
止

め
、
今
ま
で
以
上
に
事
業
を
展
開

し
て
い
き
た
い
。

止
め
、
執
行
部
に
は
今
後
事
業
を

推
進
す
る
際
に
は
、
予
算
を
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
よ
う

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
事
業
の
白
紙
化
に
つ
い

て
は
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
議
会

が
慎
重
審
議
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、

執
行
部
が
協
議
を
さ
れ
た
顛
末
で

あ
る
。
お
の
お
の
の
決
定
に
つ
い
て

は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

︻
市
長
︼
執
行
部
は
十
分

に
対
応
し
た
。

大
洋
小
学
校
の
保
護

大
洋
小
学
校
の
保
護

者
説
明
会
に
公
務
が

者
説
明
会
に
公
務
が

あ
っ
た
と
は
い
え
、
一
回
も
出
席

あ
っ
た
と
は
い
え
、
一
回
も
出
席

さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

（
仮
称
）
海
の
駅
と
し
て

（
仮
称
）
海
の
駅
と
し
て

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

る
鹿
島
灘
海
浜
公
園
の
現
在
の

る
鹿
島
灘
海
浜
公
園
の
現
在
の

計
画
と
進
捗
状
況
を
伺
う
。

計
画
と
進
捗
状
況
を
伺
う
。

︻
建
設
部
長
︼
鹿
島
灘

海
浜
公
園
の
活
性
化
を

図
る
拠
点
化
事
業
は
、
現
在
、

全
国
の
先
進
事
例
や
鹿
島
灘
海

浜
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
活
性
化

の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
拠
点
化
の
基
本
構

想
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
の
検
討

委
員
会
を
設
置
し
て
、
委
員
や
関

係
者
か
ら
様
々
な
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
活
性
化
の
方
策
を
検
討

公
立
認
定
こ
ど
も
園
整

公
立
認
定
こ
ど
も
園
整

備
と
大
洋
小
学
校
建
設

備
と
大
洋
小
学
校
建
設

に
伴
う
通
学
路
人
道
橋
整
備
に
つ

に
伴
う
通
学
路
人
道
橋
整
備
に
つ

い
て
事
業
計
画
が
白
紙
に
な
っ
た

い
て
事
業
計
画
が
白
紙
に
な
っ
た

原
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

原
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
執
行
し
た
貴
重

る
の
か
。
ま
た
、
執
行
し
た
貴
重

な
多
額
の
予
算
や
職
員
、
関
係
機

な
多
額
の
予
算
や
職
員
、
関
係
機

関
の
労
力
に
つ
い
て
伺
う
。

関
の
労
力
に
つ
い
て
伺
う
。

【
監
査
委
員
︼
事
業
計
画

は
予
算
が
成
立
し
た
時

点
で
道
半
ば
仕
事
半
分
と
み
な
さ

れ
、
あ
と
は
事
業
の
完
成
を
待
つ

ば
か
り
と
な
る
。
今
回
の
執
行
に

関
し
て
は
適
正
で
は
あ
る
が
、
財

源
活
用
の
成
果
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受
け

鹿島灘海浜公園に
スケボー・ＲＶパークを

認定こども園及び人道
橋建設の白紙化につ
いての考えは

し
て
い
く
。
ま
た
、
県
が
行
う
民

間
活
用
に
つ
い
て
も
、
市
の
事
業

と
の
相
乗
効
果
が
図
れ
る
よ
う
県

と
連
携
し
進
め
て
い
き
た
い
。

県
が
行
う
民
間
活

県
が
行
う
民
間
活

用
に
関
し
て
、
ス
ケ

用
に
関
し
て
、
ス
ケ

ボ
ー
パ
ー
ク
が
有
効
と
思
い
自

ボ
ー
パ
ー
ク
が
有
効
と
思
い
自

分
な
り
に
近
隣
の
状
況
の
調
査

分
な
り
に
近
隣
の
状
況
の
調
査

を
行
っ
た
。

を
行
っ
た
。

　

五
霞
町
の
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

　

五
霞
町
の
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

は
道
の
駅
の
隣
に
整
備
さ
れ
、

は
道
の
駅
の
隣
に
整
備
さ
れ
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
場
や
ス
ラ
ッ
ク
ラ

バ
ス
ケ
ッ
ト
場
や
ス
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ン
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

　

下
妻
市
の
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

　

下
妻
市
の
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

で
は
バ
ス
ケ
や
テ
ニ
ス
が
で
き

で
は
バ
ス
ケ
や
テ
ニ
ス
が
で
き

る
新
し
い
施
設
が
あ
る
。

る
新
し
い
施
設
が
あ
る
。

　

笠
間
市
に
は
ム
ラ
サ
キ
ス

　

笠
間
市
に
は
ム
ラ
サ
キ
ス

ポ
ー
ツ
が
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
を

ポ
ー
ツ
が
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
を

整
備
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

整
備
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
で
集
客
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

設
で
集
客
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
と

　

ま
た
、
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
と

同
様
に
、
国
内
の
オ
ー
ト
キ
ャ

同
様
に
、
国
内
の
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い

ン
プ
場
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
と
思
う
。

る
と
思
う
。

　

車
中
泊
と
し
て
多
く
使
わ
れ

　

車
中
泊
と
し
て
多
く
使
わ
れ

て
い
る
施
設
の
１
位
が
道
の
駅
、

て
い
る
施
設
の
１
位
が
道
の
駅
、

２
位
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で

２
位
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で

の
利
用
が
で
き
る
施
設
で
、
そ

の
利
用
が
で
き
る
施
設
で
、
そ

こ
に
調
理
場
や
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

こ
に
調
理
場
や
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
を
備
え
る
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
と

ム
を
備
え
る
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
と

な
っ
て
い
る
。

な
っ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
利
用
者

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
利
用
者

︻
市
長
︼
教
育
長
と
教
育

部
に
任
せ
た
。

鉾
田
小
学
校
跡
地
の

鉾
田
小
学
校
跡
地
の

借
地
は
、
今
後
ど
の

借
地
は
、
今
後
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

︻
政
策
企
画
部
長
︼
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
は
検

討
中
で
あ
る
。
管
理
は
政
策
企
画

部
で
行
う
。こ

の
２
つ
の
事
案
に
対

こ
の
２
つ
の
事
案
に
対

し
て
は
市
長
の
肝
煎
り

し
て
は
市
長
の
肝
煎
り

で
あ
り
議
会
が
い
た
ず
ら
に
計
画
を

で
あ
り
議
会
が
い
た
ず
ら
に
計
画
を

遅
ら
せ
た
り
否
決
し
た
わ
け
で
は
な

遅
ら
せ
た
り
否
決
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
内
部
的
に
進
捗
の
管
理
が
甘

く
、
内
部
的
に
進
捗
の
管
理
が
甘

く
、
市
長
の
判
断
力
が
問
わ
れ
る
事

く
、
市
長
の
判
断
力
が
問
わ
れ
る
事

業
で
あ
っ
た
と
思
う
が
如
何
か
。

業
で
あ
っ
た
と
思
う
が
如
何
か
。

向
け
の
汚
水
処
理
が
整
備
さ
れ

向
け
の
汚
水
処
理
が
整
備
さ
れ

た
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
は
全
国
的
に
数

た
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
は
全
国
的
に
数

が
少
な
い
た
め
、
汚
水
施
設
付

が
少
な
い
た
め
、
汚
水
施
設
付

き
の
設
備
が
整
備
さ
れ
れ
ば
た

き
の
設
備
が
整
備
さ
れ
れ
ば
た

ち
ま
ち
話
題
と
な
る
し
、
乗
用

ち
ま
ち
話
題
と
な
る
し
、
乗
用

車
で
の
キ
ャ
ン
プ
も
可
能
に
な
る

車
で
の
キ
ャ
ン
プ
も
可
能
に
な
る

よ
う
、
調
理
場
や
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

よ
う
、
調
理
場
や
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
、
ト
イ
レ
な
ど
も
整
備
す
れ

ム
、
ト
イ
レ
な
ど
も
整
備
す
れ

ば
利
便
性
が
増
し
て
集
客
に
つ

ば
利
便
性
が
増
し
て
集
客
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

な
が
る
と
考
え
る
。

︻
建
設
部
長
︼提
言
の
あ
っ

た
キ
ャ
ン
プ
場
や
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
場
に
つ
い
て
は
、
拠
点

化
事
業
の
検
討
委
員
会
の
中
で
、

様
々
な
意
見
を
伺
い
、
基
本
構
想

を
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

答答

答

答答

答答 答

問問

も
っ
て
コ
ロ
ナ
対
応
を
し
て
欲
し

も
っ
て
コ
ロ
ナ
対
応
を
し
て
欲
し

い
。
今
回
は
県
と
覚
書
を
取
り

い
。
今
回
は
県
と
覚
書
を
取
り

交
わ
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。

交
わ
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。

︻
福
祉
保
健
部
長
︼今
後
、

こ
の
個
人
情
報
に
関
す

る
協
定
は
、
全
数
把
握
が
な
く
な

り
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
自
宅
療
養
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
は
覚
書
を
締
結
し
な
く

て
も
で
き
て
い
た
と
思
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
で
本
当
に

コ
ロ
ナ
感
染
で
本
当
に

困
っ
て
い
る
人
の
立
場

困
っ
て
い
る
人
の
立
場

に
立
っ
て
、
市
で
行
う
事
業
を
分

に
立
っ
て
、
市
で
行
う
事
業
を
分

か
り
や
す
く
、
Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙
な

か
り
や
す
く
、
Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙
な

ど
で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

ど
で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

提
言

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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土子　勝也髙埜　栄治

一
般
質
問
　
土
子 

勝
也 

議
員
　
／
　
髙
埜 

栄
治 

議
員

農地集積の
現状は

総合計画等に則して
令和５年度に取り組
もうとしている事務
事業は

農
業
改
革
に
お
い
て
担
い

農
業
改
革
に
お
い
て
担
い

手
に
対
す
る
農
地
の
利
用

手
に
対
す
る
農
地
の
利
用

集
積
は
、
地
域
農
業
を
持
続
し
発

集
積
は
、
地
域
農
業
を
持
続
し
発

展
さ
せ
る
上
で
重
要
で
あ
る
。　

展
さ
せ
る
上
で
重
要
で
あ
る
。　

　

そ
こ
で
持
続
可
能
な
力
強
い
農

　

そ
こ
で
持
続
可
能
な
力
強
い
農

業
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

業
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

地
域
集
積
協
力
金
、
奨
励
金
の
実

地
域
集
積
協
力
金
、
奨
励
金
の
実

績
に
つ
い
て
伺
う
。

績
に
つ
い
て
伺
う
。

︻
環
境
経
済
部
長
︼
地
域

集
積
協
力
金
に
つ
い
て

は
、
農
地
の
集
積
に
取
り
組
む
地

域
を
対
象
と
し
、
農
地
面
積
の

10
％
以
上
を
新
た
に
担
い
手
に
集

積
さ
れ
る
場
合
に
割
合
に
応
じ
て

地
域
等
に
交
付
さ
れ
る
協
力
金
と

な
っ
て
い
る
。
実
績
と
し
て
、
平

令
和
５
年
度
予
算
編

令
和
５
年
度
予
算
編

成
に
先
立
ち
、
総
合

成
に
先
立
ち
、
総
合

計
画
な
ら
び
に
地
域
課
題
等

計
画
な
ら
び
に
地
域
課
題
等

に
則
し
て
取
り
組
も
う
と
し

に
則
し
て
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
各
部
の
事
務
事
業
に

て
い
る
各
部
の
事
務
事
業
に

つ
い
て
伺
う
。

つ
い
て
伺
う
。

︻
政
策
企
画
部
長
︼
直

近
の
課
題
で
は
、
人

口
減
少
を
少
し
で
も
遅
ら
せ

る
た
め
の
対
策
、
長
期
的
な

課
題
と
し
て
は
本
庁
舎
の
建

て
替
え
の
検
討
等
を
考
え
て

い
る
。︻

福
祉
保
健
部
長
︼「
い

つ
ま
で
も
自
分
の
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

成
27
年
度
に
大
竹
の
磯
部
地
区

と
白
鳥
西
土
地
改
良
区
の
２
地
区

が
取
り
組
ん
で
お
り
、
交
付
金
額

６
９
８
万
６
，０
０
０
円
、
面
積

34
・
93
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
成
28
年

度
は
、
同
じ
く
白
鳥
西
土
地
改

良
区
が
取
り
組
み
、
交
付
金
額

４
万
５
０
０
円
、
面
積
0
·

27
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
平
成
29
年
度
は
、
石
岡

台
地
土
地
改
良
区
と
白
鳥
西
土
地

改
良
区
の
２
地
区
が
取
り
組
ん
で

お
り
、
交
付
金
額
62
万
円
、
面
積

5
·

84
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令
和
３
年

度
は
、
北
浦
土
地
改
良
区
が
取
り

組
ん
で
お
り
、
交
付
金
額
57
万
２
，

０
０
０
円
、
面
積
5
·

72
ヘ
ク
タ
ー

る
ま
ち
」
が
福
祉
保
健
部
の

目
標
と
認
識
し
、
健
康
づ
く

り
及
び
介
護
予
防
の
充
実
を

図
っ
て
行
き
た
い
と
思
う
。
特

に
、
専
門
職
を
活
か
す
た
め

に
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
課
で
の
一
本
化

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

︻
福
祉
事
務
所
長
︼
国

は
、
こ
ど
も
家
庭
庁

発
足
に
合
わ
せ
た
自
治
体
へ

の
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設

置
の
推
進
を
掲
げ
て
お
り
、

施
設
設
置
及
び
既
存
子
育
て

機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
ま

た
、
第
一
保
育
所
等
の
修
繕
・

ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
集
約
化
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、
農

地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の
転
貸
等

に
よ
り
、
同
一
の
担
い
手
に
対
し
農

地
の
集
約
化
に
取
り
組
む
地
域
等

に
交
付
さ
れ
る
奨
励
金
と
な
っ
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
実
績
は
な
い
。

市
が
先
頭
に
立
ち
農

市
が
先
頭
に
立
ち
農

地
を
ま
と
め
れ
ば
、

地
を
ま
と
め
れ
ば
、

鉾
田
市
外
か
ら
も
農
業
を
し
た
い

鉾
田
市
外
か
ら
も
農
業
を
し
た
い

と
い
う
若
い
人
達
が
出
て
く
る
と

と
い
う
若
い
人
達
が
出
て
く
る
と

思
う
。
そ
の
た
め
に
集
約
化
を
国

思
う
。
そ
の
た
め
に
集
約
化
を
国

で
進
め
て
い
る
と
考
え
る
が
市
の

で
進
め
て
い
る
と
考
え
る
が
市
の

考
え
は
。

考
え
は
。︻

環
境
経
済
部
長
︼現
在
２

地
区
の
要
望
・
相
談
を
受

備
品
の
再
整
備
等
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。

以
前
提
案
し
た
こ
ど

以
前
提
案
し
た
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

飯
名
地
区
へ
の
設
置
に
よ
り

飯
名
地
区
へ
の
設
置
に
よ
り

総
合
的
子
育
て
支
援
機
関
化
、

総
合
的
子
育
て
支
援
機
関
化
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
に
も

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
に
も

魅
力
的
な
施
設
に
な
る
と
思

魅
力
的
な
施
設
に
な
る
と
思

う
が
、
関
係
部
署
と
の
協
議

う
が
、
関
係
部
署
と
の
協
議

等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

る
の
か
伺
う
。

︻
福
祉
事
務
所
長
︼
飯

名
地
区
へ
の
設
置
等

に
つ
い
て
は
具
体
的
な
内
容

ま
で
は
詰
め
て
い
な
い
。
全
天

候
型
遊
戯
施
設
や
保
護
者
へ

け
て
い
る
。
今
後
も
事
業
の
推
進

を
し
て
い
き
た
い
。

体
育
施
設
に
新
設
し
た
遊
具

体
育
施
設
に
新
設
し
た
遊
具
のの

利
用
状
況
は

利
用
状
況
は

旭
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

旭
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

鉾
田
総
合
公
園
、
く
ぬ
ぎ

鉾
田
総
合
公
園
、
く
ぬ
ぎ

の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
設
置
さ
れ
た

の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
設
置
さ
れ
た

遊
具
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

遊
具
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

︻
教
育
部
長
︼３
施
設
と
も

申
請
不
要
で
自
由
に
利
用

で
き
る
た
め
、
正
確
な
利
用
者
数

は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
多
く
の

親
子
連
れ
や
子
ど
も
た
ち
が
利
用

し
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
方
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
今
後
も
Ｈ

Ｐ
等
で
周
知
し
て
い
く
。

の
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
機
関
等
の

設
置
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
き

た
い
が
、
関
係
部
署
と
の
詰

め
は
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
進

め
る
こ
と
と
な
る
。

総
合
計
画
の
中
の
都

総
合
計
画
の
中
の
都

市
計
画
に
関
し
て
、

市
計
画
に
関
し
て
、

新
鉾
田
駅
周
辺
の
再
整
備
及

新
鉾
田
駅
周
辺
の
再
整
備
及

び
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計

び
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計

画
等
を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
と

画
等
を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
と

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

方
を
伺
う
。

方
を
伺
う
。

︻
政
策
企
画
部
長
︼
市

庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、ま
だ
検
討
段
階
な
の
で
、

具
体
的
な
答
弁
は
控
え
る
。

答答答

答

答 答

答答

問

問

問

問

問

再
質
問



請願・陳情を
受理しています

　行政に対する市民の意見・要望等について、

年齢や国籍などに関わらず、どなたでも、市議

会に対し請願・陳情を行うことができます。

●提出方法

　決められた様式はありません。見本を参照し、

鉾田市議会議長宛てに提出してください。

●受　　付

　議会事務局で随時受け付けていますが、原則

として定例会開会予定日の８日前までに提出さ

れたものを、その定例会で取り扱います。

　それ以降に提出されたものは、次の定例会に

付議されます。

※次回定例会予定は裏表紙をご覧ください。

●要　　件

　「請願」は１名以上の紹介議員の署名または記

名押印が必要です。

詳 細については、市 議 会HP内の請
願・陳情ページを参照してください。

見　本

（表　　紙）

（本　　文）

令和　年　月　日
鉾田市議会議長　様
　　　　　　　紹介議員　氏　名　　　（印）
　　　　　　　　　　　　　　（署名または記名押印）
　　　　　　　　　　※陳情の場合不要
　　　○○○に関する請願（陳情）書
　　　　　　　請願者　住　所
　　　　　　　（陳情）　氏　名　　　　（印）
　　　　　　　　　　　　　　（署名または記名押印）

（連名の時は、別紙に署名簿を添え、表紙に代表者を記載し、
外○○名とする）

　　　　　　○○○に関する請願（陳情）書
　　　　　　　
請願（陳情）趣旨

請願（陳情）理由
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高野　衛

一
般
質
問
　
高
野 

衛 

議
員
　
／
　
請
願
等
の
提
出
に
つ
い
て

広
島
と
長
崎
に
原
子

広
島
と
長
崎
に
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
て

爆
弾
が
投
下
さ
れ
て

か
ら
今
年
で

か
ら
今
年
で
7777
年
に
な
る
。
平

年
に
な
る
。
平

和
の
尊
さ
を
学
ぶ
場
と
し
て
原

和
の
尊
さ
を
学
ぶ
場
と
し
て
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
や
広
島

水
爆
禁
止
世
界
大
会
や
広
島

記
念
平
和
記
念
公
園
で
の
平

記
念
平
和
記
念
公
園
で
の
平

和
祈
念
式
へ
の
参
列
、
平
和
記

和
祈
念
式
へ
の
参
列
、
平
和
記

念
資
料
館
な
ど
の
見
学
に
本

念
資
料
館
な
ど
の
見
学
に
本

市
の
小
中
学
生
の
代
表
を
平

市
の
小
中
学
生
の
代
表
を
平

和
大
使
と
し
て
派
遣
し
て
は
如

和
大
使
と
し
て
派
遣
し
て
は
如

何
か
伺
う
。

何
か
伺
う
。

︻
教
育
部
長
︼
本
年
８

月
６
日
に
開
か
れ
た
原

爆
死
没
者
慰
霊
式
・
平
和
祈
念

式
に
県
内
の
複
数
の
市
町
村
の

小
中
学
生
が
平
和
大
使
と
し
て

子どもたちへ
平和教育の推進を

参
列
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
本
市
で
の
小
中
学
生

に
対
す
る
平
和
教
育
は
、
社
会

科
や
特
別
教
科
道
徳
を
は
じ
め

学
校
教
育
全
体
を
通
し
て
実
施

し
て
お
り
、
機
を
逃
さ
ず
学
習

す
る
こ
と
で
平
和
教
育
の
充
実

を
図
り
た
い
。

︻
教
育
長
︼
今
後
の
平

和
行
政
を
推
進
す
る
立

場
で
他
市
町
村
の
取
り
組
み
状

況
等
を
確
認
し
な
が
ら
小
中
学

生
の
派
遣
状
況
を
注
視
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

汲
上
地
区
の
監
的
壕
を

汲
上
地
区
の
監
的
壕
を

貴
重
な
戦
争
遺
跡
と

貴
重
な
戦
争
遺
跡
と

し
て
保
存
し
、
市
の
文
化
遺

し
て
保
存
し
、
市
の
文
化
遺

産
に
指
定
す
る
考
え
は
あ
る
の

産
に
指
定
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
と
く
し
ゅ
く
の
杜

か
。
ま
た
、
と
く
し
ゅ
く
の
杜

で
の
反
戦
平
和
の
資
料
展
示
の

で
の
反
戦
平
和
の
資
料
展
示
の

充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

︻
教
育
部
長
︼
監
的
壕

を
含
む
鉾
田
陸
軍
飛

行
学
校
関
連
施
設
は
、
所
有

者
の
意
向
を
確
認
し
、
10
月

中
に
は
文
化
財
保
護
審
議
会

で
文
化
財
の
指
定
を
判
断
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
と
く
し
ゅ
く
の
杜
で

は
、
と
く
し
ゅ
く
の
杜
市
民
学

芸
員
連
絡
協
議
会
の
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
を
い
た
だ

き
、
企
画
展
「
鉾
田
陸
軍
飛

行
学
校
と
鉾
田
地
方
の
人
々
」

を
10
月
16
日
ま
で
開
催
し
て

い
る
。
こ
れ
は
監
的
壕
の
ほ
か

飛
行
学
校
ゆ
か
り
の
写
真
や

資
料
を
展
示
し
平
和
の
大
切

さ
、
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
企
画
展

に
な
っ
て
い
る
。

監
的
壕
に
つ
い
て

監
的
壕
に
つ
い
て

は
当
時
の
状
況
、

は
当
時
の
状
況
、

臨
場
感
な
ど
現
物
を
見
る
こ

臨
場
感
な
ど
現
物
を
見
る
こ

と
が
非
常
に
貴
重
な
経
験
に

と
が
非
常
に
貴
重
な
経
験
に

な
る
の
で
駐
車
場
や
説
明
看

な
る
の
で
駐
車
場
や
説
明
看

板
の
設
置
を
検
討
し
て
い
た
だ

板
の
設
置
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

き
た
い
。

答

答

答

問

の
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
機
関
等
の

設
置
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
き

た
い
が
、
関
係
部
署
と
の
詰

め
は
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
進

め
る
こ
と
と
な
る
。

総
合
計
画
の
中
の
都

総
合
計
画
の
中
の
都

市
計
画
に
関
し
て
、

市
計
画
に
関
し
て
、

新
鉾
田
駅
周
辺
の
再
整
備
及

新
鉾
田
駅
周
辺
の
再
整
備
及

び
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計

び
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計

画
等
を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
と

画
等
を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
と

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

方
を
伺
う
。

方
を
伺
う
。

︻
政
策
企
画
部
長
︼
市

庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、ま
だ
検
討
段
階
な
の
で
、

具
体
的
な
答
弁
は
控
え
る
。

要
望

問
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請
願
審
査
報
告
　

請 願 審 査

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書 （※一部抜粋）
 

　学校現場では、 貧困 ・ いじめ ・ 不登校など解決すべき課題が山積しており、 子どもたちのゆた
かな学びを実現するための教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっ
ています。 また、 新型コロナウイルス感染症対策にともない新たな業務も発生しています。 ゆたか
な学びや学校の働き方改革を実現するためには、 加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員
定数改善が不可欠です。
　2021年３月の義務標準法改正により、 小学校の学級編制標準は段階的に35人に引き下げられ
るものの、 今後は、 小学校に留まることなく、 中学校での35人学級の早期実施も必要です。 加え
て、 きめ細かい教育をすすめるためには、 さらなる学級編制標準の引き下げ、 少人数学級の実現
が必要です。
　一方、 厳しい財政状況の中、 独自財源により人的措置等を行っている自治体もありますが、 自
治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。 義務教育費国庫負担制度については、 「三位
一体改革」 の中で2006年度に国庫負担率が2分の1から3分の1に引き下げられました。 国の施
策として定数改善にむけた財源保障をし、 子どもたちが全国のどこに住んでいても、 一定水準の
教育を受けられることが憲法上の要請です。 ゆたかな子どもの学びを保障するための条件整備は
不可欠です。
　よって、 国会及び政府におかれては、 地方教育行政の実情を十分に認識され、 地方自治体が計
画的に教育行政を進めることができるように、 下記の措置を講じられるよう強く要請します。 

記

　１． 中学校での35人学級を早急に実施すること。 また， さらなる少人数学級について
検討すること。

　２． 学校の働き方改革 ・ 長時間労働是正を実現するため、 加配の増員や少数職
種の配置増など教職員定数改善を推進すること。

　３． 教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、 地方財政を確保した上で
義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

【請願内容】

　子どもたちのゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加配の増員や少数職種の

配置増など教職員定数改善が不可欠である。

　このことから国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住ん

でいても、教育機会の均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度を堅持するこ

とを求めるもの。

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る
意見書採択を求める請願

採 択 請願第04-4号　　

意見書はこちら

【審査経過】

　厚生文教常任委員会に付託された本請願を、請願紹介議員及び参考人の出席を求めて審査しまし

た。審査においては、教育現場が抱える課題や教科担任制及び教職員の業務実態などに関する質疑

応答が行われ、委員からは、請願事項の義務教育費負担制

度を堅持するのではなく国庫負担率を２分の１に戻すよう

強く国に要望するべきではないかなど本請願の趣旨を後押

しする意見が述べられました。

　審査の結果、本請願は願意妥当であると認め、全会一致

で採択となりました。

　なお、本会議においても全会一致で採択となりました。

国に対し意見書を提出しました
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委 員 会 活 動 報 告
　総務企画常任委員会に付託された 『管工事・土木工事・建築工事の発注方法の振り分けについての

嘆願書』 について、９月２８日に鉾田市議会では初となる総務企画常任委員会と厚生文教常任委員会

による連合審査会を開催し、審査を行いました。

本嘆願書の趣旨は・・・
　市の発注する工事の入札において管工事及び電気工事の割合が多い場合でも建

築一式で発注されるため、管工事及び電気工事事業者は入札に参加することがで

きないことから、管工事及び電気工事について分離発注して欲しいと訴えるもの。

連合審査会における質疑応答で問題点を整理
・市内の経済活性化及び地場産業の育成の観点からも、市の工事発注に際し分離発注をすることが

できれば、地元事業者の受注機会が担保され市の経済も活性化されるのでないか。

・大規模な災害が発生した際に、真っ先に復旧に尽力してくださるのが地元事業者であり、地元事

業者の育成は市民の安全・安心な生活に大きく貢献される。　

☞以上のことから、本嘆願書の願意は妥当であり、採択すべきとの意見がありました。

　採決の結果、全会一致で採択となりました。

　本議会で管工事・土木工事・建築工事の発注方法の振り分けについての嘆願書の

採択後、市長への『市の業務発注に係る地元事業者の参画に関する要望書』を提案し、

全会一致で可決しました。

■議員辞職に伴い、議会広報編集委員会の構成が変更になりました。

　なお、経済建設常任委員会、議会広報編集委員会、原子力施設の安全に関する調査特別委員会、議会改革
に関する調査特別委員会は１名欠員となります。　

■連合審査会とは

　案件の内容が他の委員会の所管事項に関する事件

である場合には、必要により当該委員会と協議し、

連合して審査を行うことができます。

■連合審査会開催までの経緯

　今回、提出された嘆願書は入札に関する内容で

あったため総務企画常任委員会に付託されました。　

　総務企画常任委員会では工事発注に関する事務の

審査が必要であることから、これまでの学校等の施

設の工事発注業務の事務を確認するため、厚生文教

常任委員会との連合審査会を開催することを提案し

て、財政課、教育総務課、生涯学習課、新しい学校

づくり推進室の担当者を説明員として出席を求め、

連合審査会として審査しました。

◎鉾田市管工事組合から入札制度における嘆願書が議会に提出されました。

総務企画常任委員会亀山委員長（右）と厚生文教常任委

員会小沼委員長（左）の仕切りによる連合審査会

委
員
会
活
動
報
告
　
／
　
委
員
会
構
成
の
変
更

※太字が変更部分です。

委 員 会 名 委 員 長 副 委 員 長 委　　　　　員

議会広報編集委員会 水上　美智子 鬼澤　治男 土子　勝也 亀山　　彰
入江　　晃

審 査

要望書はこちら
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令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
　
主
な
日
程
　
／
　
概
要
　
／
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

議案第１号　令和４年度鉾田市一般会計補正予算（第４号）

市内に住所を有する保護者の小中学生の給食費に係る
負担額を軽減します可 決

主な質疑

ここが気になる！
　　保護者負担額はどうなるの？

答

問

８
月
10
日〔
水
〕本
会
議

・開
会

・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・会
期
の
決
定

・諸
般
の
報
告

・市
長
提
出
議
案
説
明・質
疑・

  
討
論・採
決

 （
議
案
第
１
号
及
び
第
２
号
）

・報
告
第
１
号
に
つ
い
て
、
報
告

・閉
会

　
令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
８
月
10
日
の

１
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
、
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

よ
り
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
向
上
を
図
り
子

育
て
世
帯
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者
が

負
担
し
て
い
る
学
校
給
食
費
を
支
援
す
る
小
中

学
校
等
給
食
費
支
援
給
付
金
に
要
す
る
経
費
を

増
額
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
及

び
（
仮
称
）
涸
沼
野
鳥
公
園
整
備
工
事
の
請
負

契
約
締
結
の
議
決
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
専
決
処
分
事
項
の
報
告
が
１

件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
で
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会

主な日程概　要

全会⼀致で可決した議案等
会議名 議　　　案　　　等

第
３
回
臨
時
会

第1号 令和４年度鉾田市一般会計補正予算（第４号）

第２号 工事請負契約の締結について（（仮称）涸沼野鳥公園整備工事）

報告第１号 専決処分事項の報告について
　　損害賠償の額の決定及び和解について

市長提出議案

概要はこちら

令和４年１０月～　小中学生ともに

市内に住所を有する保護者負担額（月額） 1,500円

　小学校児童：4,200円のうち2,700円支援

　中学校生徒：4,500円のうち3,000円支援

※申請が必要です。
　詳細についてはこちら☞

※市外小中学校等に通
う児童・生徒の支援額
は給食費の額、給食
の有無により異なりま
す。（上限：市内小中
学校に通う児童・生徒
支援額）

対象が小中学生だけの理由は。保育園、
幼稚園児童への支援の考えは。
小学校入学前に定住先を決定する子育て
世帯が一定数いる傾向があり、義務教育期
間に経済支援をすることで子育て世帯から
選ばれるまちづくりにつなげるため。保育
施設等に通う児童に対しては引き続き月額
500円の補助及び減免措置を行う。

給食費の負担額

給食費の負担額

弁当持参

負担額（1,500円） 支援額 負担額

負担額（1,500円） 支援額

【市内給食費＜就学先給食費】

【市内給食費＞就学先給食費】

【弁当持参】

上限

支援額

○市外小中学校等給付イメージ
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お
知
ら
せ
　
映
像
配
信
に
つ
い
て
　
／
　
傍
聴
に
つ
い
て
　
／
　
議
員
辞
職
に
つ
い
て

議会映像配信をご利用ください

 旭地区と大洋地区でも視聴ができます

○職員による検温にご協力ください。
○マスクを着用願います。
○咳エチケットを励行してください。
○手洗い・手指の消毒を徹底してください。
○熱がある場合や体調不良（だるい・咳が出るなど）

の場合は、傍聴参加を自粛願います。
○傍聴席は、間隔を空けて着席していただくこと

から、座席数を制限させていただきます。

本会議　３月、 ６月、 ９月、 12月の４回開催
場　所　鉾田市議会議場（鉾田市役所３階）
開　会　午前10時
受　付　鉾田市役所３階　議会事務局前
　　　　　　　　　　　 〈事前の申込不要〉

コロナ禍における傍聴についてお願い

私語や拍手、高笑い禁止
議場内は静粛に

携帯の使用禁止
マナーモードに

議場内飲食禁止 庁舎内禁煙

視聴はこちら

ライブ中継をご覧
いただく際の注意

お 知 ら せ

議場内のルール厳守にご協力を

　本会議は、原則として鉾田市議会傍聴人受付簿に住所、氏名、年齢を記入していただけ

れば、誰でも傍聴することができます。（児童及び乳児は議長の許可による）

※万が一新型コロナウイルス感染症感染者が発生した場合に備え、現在は連絡先（電話番号）

の記入をお願いしています。

　傍聴をご希望の方は、傍聴を希望される当日に市役所3階の議会事務局までお越しくださ

い。ただし、座席制限のため入場をお断りすることがあります。密を避けるための対策で

すので、ご理解の程よろしくお願いいたします。　

　一般質問や採決などの本会議の様子は、 インターネットを使用したライブ中

継や録画配信を行っています。

　インターネット環境があればいつでもどこでも議会を視聴することができま

すので、 ぜひご活用ください。（録画配信は概ね１週間程度で反映されます）

　インターネット環境がない方は、 旭総合支所及び大洋公民館にてライブ中継の視聴が可能で

すので、 ご活用ください。　お近くにお住まいの方も立ち寄った際はぜひ！

大洋公民館旭総合支所

・鉾田市役所　１階ロビー
・旭総合支所  １階ロビー
・大洋公民館  １階ロビー

議会傍聴希望の皆様へ

市内３箇所でライブ中継を
ご覧いただけます。

議員辞職について
　井川　倫士議員から辞職願の提出があり、９月30日付けで議会で許可をし、同日付けで
辞職となりました。



　キラキラ輝く☆チアリーダー
　　　　　　　　　　　　　　　～第一保育所運動会～

議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

1212月月88日日㈭㈭〜〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階事務局前

にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。

※日程は変更になる場合があります。

　９月６日に開催されました第３回定例

会の傍聴をし、一般質問では、コロナ禍

に対する支援、熱中症対策、荒廃農地の

現状と今後の対策、鹿島灘海浜公園の開

発と大竹海水浴場の将来像など議員から

質問がありました。鉾田市民の健康と市

民が平等に恩恵を受ける政策や豊かな暮

らしについて、議員の皆さんが真剣に考

えて質問し、丁寧に答弁する市役所職員

とのやり取りを傍聴し、一市民として安

心と期待が持てました。

　私たち市民も鉾田市の為に、何か出来

る事をやりたいと思いました。

アカシヤ会会長

渡邉　眞悟
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令和4年第４回定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土

11/27 28 29 30 12/1 2 3

4 5 6 7 8

本会議
（開会）

9 10

11 12 13

一般質問

14

一般質問

15

一般質問

16 17

18 19

常任
委員会

20

常任
委員会

21

常任
委員会

22 23

本会議
（閉会）

24

25 26 27 28 29 30 31

※日程は変更になる場合があります。

令和4年第3回定例会延べ傍聴者数	 27名
議会映像配信視聴数	 325アクセス
	 （令和4年9月1日～令和4年10月7日）

編
集
委
員

委 員 長　水上　美智子

副委員長　鬼澤　治男

委　　員　入江　　晃　 亀山　　彰

　　　　　土子　勝也

掲載写真募集!!
あなたの写真を議会だよりに掲載してみませんか？
■写真のテーマ 『発見！魅力ある鉾田の風景』

（例 北浦などの水辺の風景、 花いっぱいな風景 など）

■申込方法

下記の必要事項を明記のうえ、 議会事務局まで画像

データ持参またはメール（gikai@city.hokota.lg.jp）で

お申し込みください。

・氏名 ・住所 ・電話番号 ・写真撮影場所（○○地区など）

・写真のタイトル（20字以内）

※団体名（○○クラブなど）も記載希望の方は、 そちら

も明記ください。

※掲載スペースの関係上写真は横向き。 メールでの

画像データはJPEG形式で６MB以内。

■注意事項

画像等の返却はできません。 また、 人物等を含む写真

の場合は肖像権の侵害等が生じないよう、 事前に被写

体の承諾を得たうえでお申し込みください。

お申込みは
　　　こちら ▶

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

傍 聴 者 の 声


